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【調査結果と分析】
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（１）教科に関する調査結果の概要

・小学校A問題で，全国平均を上回った。
・小学校B問題，中学校A・B問題ともに，全国平均に近づいている。

・中学校A問題は，平成２８年度から横ばいの状況が続いている。
・小学校A・B問題，中学校Ｂ問題は一進一退の状況である。

・小・中学校ともに，全国平均に近づいている。
・前回調査と比較すると，小・中学校ともに上昇している。

平成30年4月に市立の全小・中学校において全国学力・学習状況調査を実施した。調査の概況は以下のとおりである。

１ 実施学年・調査内容

◇ 実施学年 市立の全小学校・関係特別支援学校 第６学年（133校）
市立の全中学校・関係特別支援学校 第３学年（64校）

◇ 調査内容 ① 教科に関する調査 小学校 … 国語・算数・理科 中学校… 国語・数学・理科
② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

２ 調査集計者数 小学校児童数 7,703人 中学校生徒数 7,034人

３ 調 査 日 平成30年4月17日（火）

※ Ａは主として「知識」に関する問題，Ｂは主として「活用」に関する問題である。
※ 結果公表にあたっては，文部科学省の方針に沿って細かい桁における微小な差異は学力面で実質的な違いを示すものではないという考え
から，平成２８年度より整数値で公表するようにした。

教科に関する調査（国語 ，算数・数学 ，理科）

結果の概要

国語

理科

算数・数学

正答率 正答率 正答率 正答率 正答率

H30 年度本市平均 8.5 / 12 問 71% 4.3 / 8 問 54% 8.6 / 14 問 61% 5.0 / 10 問 50% 9.6 / 16 問 60%

H30 年度全国平均 8.5 / 12 問 71% 4.4 / 8 問 55% 8.9 / 14 問 64% 5.1 / 10 問 52% 9.6 / 16 問 60%

H29 年度本市平均 11.0 / 15 問 74% 5.1 / 9 問 57% 11.6 / 15 問 77% 4.9 / 11 問 44%

H29 年度全国平均 11.2 / 15 問 75% 5.2 / 9 問 58% 11.8 / 15 問 79% 5.1 / 11 問 46%

H28 年度本市平均 10.4 / 15 問 70% 5.6 / 10 問 56% 12.1 / 16 問 76% 5.8 / 13 問 45%

H28 年度全国平均 10.9 / 15 問 73% 5.8 / 10 問 58% 12.4 / 16 問 78% 6.1 / 13 問 47%

H27 年度本市平均 9.4 / 14 問 67% 5.6 / 9 問 62% 11.7 / 16 問 73% 5.7 / 13 問 44% 13.8 / 24 問 57%

H27 年度全国平均 9.8 / 14 問 70% 5.9 / 9 問 65% 12.0 / 16 問 75% 5.9 / 13 問 45% 14.6 / 24 問 61%

正答率 正答率 正答率 正答率 正答率

H30 年度本市平均 24.0 / 32 問 75% 5.4 / 9 問 60% 22.6 / 36 問 63% 6.1 / 14 問 44% 17.3 / 27 問 64%

H30 年度全国平均 24.3 / 32 問 76% 5.5 / 9 問 61% 23.8 / 36 問 66% 6.6 / 14 問 47% 17.9 / 27 問 66%

H29 年度本市平均 24.5 / 32 問 77% 6.3 / 9 問 70% 22.2 / 36 問 62% 6.8 / 15 問 45%

H29 年度全国平均 24.8 / 32 問 77% 6.5 / 9 問 72% 23.3 / 36 問 65% 7.2 / 15 問 48%

H28 年度本市平均 24.3 / 33 問 74% 5.8 / 9 問 64% 21.2 / 36 問 59% 6.1 / 15 問 41%

H28 年度全国平均 25.0 / 33 問 76% 6.0 / 9 問 67% 22.4 / 36 問 62% 6.6 / 15 問 44%

H27 年度本市平均 24.4 / 33 問 74% 5.7 / 9 問 63% 22.2 / 36 問 62% 5.7 / 15 問 38% 12.5 / 25 問 50%

H27 年度全国平均 25.0 / 33 問 76% 5.9 / 9 問 66% 23.2 / 36 問 64% 6.2 / 15 問 42% 13.3 / 25 問 53%

96% 91% 94%

全国平均に対する割合 97% 96% 95% 93%

全国平均に対する割合 99% 98% 95% 94%

全国平均に対する割合 97% 96%

全国平均に対する割合 99% 99% 95% 93% 97%

正答数 正答数 正答数 正答数 正答数

98% 97%

中学校３年生
国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科

95%

全国平均に対する割合 96% 96% 98% 95%

全国平均に対する割合 98% 99% 98% 97%

全国平均に対する割合 96% 95%

全国平均に対する割合 101% 99% 96% 96% 99%

正答数 正答数 正答数 正答数 正答数

理科
小学校６年生

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
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【 成 果 １ 】 小学校国語Ａで，全国平均を上回った。

小学校 28年度 ９６％ → 29年度 ９８％→ 30年度 １０１％
※ 全国平均正答率を１００%として比較

【 成 果 ３ 】 全国平均を上回る学校数が増加傾向にある。

小学校 28年度 ３８校 → 29年度 ４６校 → 30年度 ５２校
中学校 28年度 １４校 → 29年度 １６校 → 30年度 ２１校

※ 国語，算数・数学，理科の平均正答率の合計による比較

【 成 果 ２ 】 小学校国語B，中学校国語A・B，理科は全国平均に近づいている。

小学校 国語Ｂ 28年度 ９６％ → 29年度 ９９％ → 30年度 ９９％
理科 27年度 ９５％ →  30年度 ９９％

中学校 国語Ａ 28年度 ９７％ → 29年度 ９９％ → 30年度 ９９％

国語Ｂ 28年度 ９６％ → 29年度 ９８％ → 30年度 ９９％
理科 27年度 ９４％ →  30年度 ９７％

《 課 題 》 小学校算数，中学校数学Bは，一進一退の状況である。

小学校 算数A 28年度 ９８％ → 29年度 ９８％ → 30年度 ９６％

算数B 28年度 ９５％ → 29年度 ９７％ → 30年度 ９６％

中学校 数学Ａ 28年度 ９５％ → 29年度 ９５％ → 30年度 ９５％

数学B 28年度 ９３％ → 29年度 ９４％ → 30年度 ９３％

（２）成果と課題 ～本年度の正答率（全国平均に対する割合）に見られる顕著な状況～

【 成 果 ４ 】 全国に比べ，無解答率が減少している。

小学校 国語Ａ 28年度１０８％ → 29年度 ８３％ → 30年度 ５８％
算数Ｂ 28年度１１２％ → 29年度１０６％ → 30年度 ９１％
★ 小学校全実施教科で，全国平均無解答率以下を達成。

中学校 国語Ｂ 28年度１２４％ → 29年度１１３％ → 30年度１０６％
理科 27年度１２５％ → 30年度１０４％

※ 全国平均無解答率を１００%として比較
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■ 全国平均正答率に対する割合（平成19年度～平成30年度）

（３）調査結果の経年比較 平成２２・２４年度は，抽出調査及び希望調査利用方式で実施された。
本市では全小・中学校で実施。
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■全国平均無解答率に対する割合（平成19年度～平成30年度）
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■全国平均正答率に対する割合（平成19年度～平成30年度）

※ 正答率と対全国比は実際の数値で計算をしているが，整数値で表記している。

H19 本市 H19 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H20 本市 H20 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H21 本市 H21 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H22 本市 H22 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H24 本市 H24 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H25 本市 H25 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H26 本市 H26 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H27 本市 H27 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H28 本市 H28 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H29 本市 H29 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

H30 本市 H30 本市

年度 全国 年度 全国

対全国比 対全国比

合計

81 59 81 61 281 81 69

合計 中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

69 57

62 45

286

99% 95% 98% 95%

小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 理科

289 82 72 72 61

97% 99% 96% 96% 94% 96%

70 47 225 73 58 60 47 237

65 51 72 52 240 74 61 63 49 247

276

82 62 82 64

96%

68 46 77 52 243 76 73 60 54 262

95% 90% 97% 92% 94% 99% 95% 94% 95%

271

97% 92% 98% 94% 96% 98% 97% 95% 95% 96%

70 51 79 55 254 77 75 63 57

82 74 71 47 274 75

248

98% 95% 96% 96% 96% 99%

66 61 41 243

83 78 74 49 285 75

79 52 70 56 60 317

65 65 43

74 61 59 44 49 287

102% 94% 94% 98%

75 63 62 49 51 30082 56 73 59 61 331

98% 97% 94% 89% 95% 96%97% 94% 96% 95% 98% 96%

60 46 75 57 238

63 49 77 58

96% 94% 97% 97% 96%

248

95% 95% 98% 95% 96%

73 56 78

75 65 60 38 238

96% 95% 92% 96%98%

76 67

258

97%

48 62 54 24269 53 76 55 253 77

64 42 249

67 62 73 44 57 303

51 67 60

74 63 62 38

58 265 79

50 287

93% 93% 91% 94%

76 66 64 42 53 30170 65 75 45 61 316

97% 96% 96% 91% 94% 95%96% 95% 98% 97% 95% 96%

70 56 76 45 246

73 58 78 47

96% 96% 98% 95% 96%

256

98% 99% 98% 97% 98%

75 58 79

74 64 59 41 237

96% 95% 93% 96%97%

76 67

262

99%

70 62 45 25474 57 77 44 252 77

62 44 248

71 54 61 50 60 296

72 65 48

75 60 63 44

46 257 77

64 306

98% 95% 94% 97%

76 61 66 47 66 31671 55 64 52 60 301

99% 99% 95% 93% 97% 97%101% 99% 96% 96% 99% 98%
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【各教科の分析】
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小学校国語Ａで成果があった問題
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100
話すこと・聞くこと
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読むこと

伝統的な言語文化と
国語の特質に関する

事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・
理解・技能

選択式

短答式

北九州市

全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

○全国，北九州市ともに，10問正解の児童の割合が最も
多い状況である。

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である。

平成30年度 小学校国語A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

◇ 各領域及び観点別の平均正答率の全国との差は，
－0.7 ～ ＋0.7 と，全国平均と同程度だった。

〈 昨年度 ： －0.9 ～ －0.4 〉
◇ 短答式の平均正答率の全国との差は，＋8.5 と，
全国平均を上回った。

〈 昨年度 ： －1.1 〉

（４）各教科の分析結果 小学校国語A（知識に関する問題）

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問

北九州市 全国（公立）

【文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くことができるかどうかをみる問題】

【
正
答
】

４

北九州市正答率 44.0％ 北九州市無解答率 1.7％
全国正答率 35.5％ 全国無解答率 3.9％
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×○

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】
○ 様々な場面で，意識して書いた文章を読み返す活動を行い，習慣付ける。
○ 主語と述語が整った文で話すなど，日常の言語環境を整える。
〇 学力定着サポートシステムなどを活用し，定着を図る。

文中の主語をとらえ，述語の部分を照応さ
せて書くことについて，改善が見られます。【参考】類題 Ｈ２７（２二）

北九州市正答率 69.1％（全国71.7％）
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小学校国語A（知識に関する問題）

＜目的に応じて必要な情報をとらえて読む力の育成について＞

〇 国語科で身に付けた，図鑑や事典から必要な情報を得るための方法を，他教科等の学習で生かすことができる機会

を低学年の段階から意図的に設定していくことが大切です。

〇 調べる学習を積み重ね，子どもがその有用性を実感できるようにしていきましょう。

今後の取組の方向性

小学校国語Ａで課題があった問題

北九州市正答率 ７2.０％ 北九州市無解答率 ０.１％

全国正答率 7３.９％ 全国無回答率 ０.2 ％

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

〇 「何のために調べるのか」「何について調べるのか」を具体的にするための，自分の活動を振り返る活動。

○ 目的に応じて，図鑑や事典，説明書，インターネットの記述などから，「目次や索引，見出しに着目して読む」，

「キーワードを見付けながら読む」，「図表と結び付けて読む」など，必要な情報を見付けて読む活動。

オ
ム
レ
ツ
を
う
ま
く
作
る
た
め
に
，

【
オ
ム
レ
ツ
の
ペ
ー
ジ
】
を
読
み
返
す
。

何
の
た
め
に
，何
に
つ
い
て
調
べ
る
の
か
を

明
確
に
し
，ど
の
よ
う
に
読
む
の
か
を
工
夫
す
る
。

【目的に応じて，必要な情報を捉える問題】

５３

川上さんの「こげないようにしたい」という目的に応じた必要な情報をとらえていない誤答が多
くみられました。「こげないようにしたい」という目的と「強火」「弱火」等の火に関する内容と
を関係付けてとらえることができていないことが原因の一つとして考えられます。
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【 話し合いにおける参加者の発言の意図として，適切なものを選択する問題】

【
正
答
】
４

北九州市正答率 82.2％ 北九州市無解答率 0.2％
全国正答率 82.5％ 全国無回答率 0.4％

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

○ 意見や提案など自分の考えを話したり，それらを聞いたりする活動。

○ インタビューなどをして必要な情報を集めたり，それらを発表したりする活動。

○ それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う活動。

話し合いにおける参加者の立場や発言の意図をとらえる
ことについて，改善が見られます。

【
話
合
い
の
様
子
の
一
部
】

0
20
40
60
80
100
話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

国語への関心・意
欲・態度

話す・聞く能力書く能力

読む能力

選択式

記述式

北九州市

全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 小学校国語B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側によった山型である。

○ 全国，北九州市ともに，5問正解の割合が最も多い
状況である。

◇ 各領域及び各観点別の平均正答率の全国との差は，
－1.8 ～ －0.8 と，全国平均と同程度だった。

〈 昨年度 ： －0.2 ～ ＋0.3 〉
◇ 「記述式」の問題の平均正答率の全国との差は，
－1.8 と，全国平均と同程度だった。

〈 昨年度： －0.2 〉

小学校国語B（活用に関する問題）

0%
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8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問

北九州市 全国（公立）

【参考】類題 Ｈ２６（Ｂ１二）
北九州市正答率 58.2％（全国60.2％）

小学校国語Bで改善が見られた問題
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な
り
に
く
い
の
で
す
。

小学校国語B（活用に関する問題）

＜国語科における思考力等の育成について＞

○ 日々の授業では，言葉を手がかりにしながら物事を筋道立てて考える力を育てましょう。そのためには，「話すこと・聞く

こと」「書くこと」「読むこと」の全ての領域で，課題解決の過程を重視した言語活動を位置付け，その過程で自分なりに

考えたことを理由や根拠を示すなどしながら分かりやすく説明するなどの活動をとり入れることが大切です。

今後の取組の方向性

【虫歯を防ぐ効果について，二つの資料から必要な内容をとり入れて詳しく書く問題】

北九州市正答率 12.2％ 北九州市無解答率 2.4％

全国正答率 13.5％ 全国無回答率 2.7％

小学校国語Ｂで課題があった問題

【
正
答
例
】

【おすすめする文章】

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

○ 書く材料を選ぶ段階や文を構成する段階で，書く事柄が目的に合っているかという観点で見直したり，必要に応じて

書く材料を差し替えたりする活動。

○ 抜き出した情報を意味を変えずに要約したり，自分の言葉で言い換えたりしてまとめる活動。

ｂ

【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら

分
か
っ
た
こ
と
】

ａ
【
紹
介
す
る
文
章
】

虫
歯
を
防
ぐ
効
果
に
つ

い
て
，
必
要
な
内
容
を

と
り
あ
げ
る
。

虫歯を防ぐ効果の根拠として必要な内容をとり上げていない誤答が多く見られました。リード文
の中にある「虫歯を防ぐ効果に着目しておすすめする文章を書く」という，星野さんの目的や意図
を意識しながら読むことができていないことが原因の一つとして考えられます。
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【角の大きさを正しく求める問題】

直線が１８０°であることや，１８０°をこえる角の大きさの測定の仕方についての理解が進んでいます。

(1)北九州市正答率 94.0％
全国正答率 94.4%
北九州市無解答率 1.0％
全国無解答率 1.1%

正答 ３

５

小学校算数Aで改善が見られた問題

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

○ 角の形と角の大きさを関連付ける活動を設定しましょう。

・９０° ・１８０° ・２７０°

○ 角の大きさを測定する前に，およそ何度であるかを予想しましょう。

・０°～９０° ・９０°～１８０° ・１８０°～２７０° ・２７０°～３６０°

(1) (2)

正答 ２５０°

0
20
40
60
80

100
数と計算

量と測定

図形

数量関係

数量や図形について
の技能

数量や図形について
の知識・理解

選択式

短答式

北九州市
全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 小学校算数A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

◇ 「量と測定」の平均正答率の全国との差は－0.7 で，全国
平均と同程度だった。 < 昨年度 ： －4.8 >

◆ 「数量関係」の平均正答率の全国との差は－3.6 で，全国
平均を若干下回った。 < 昨年度 ： －0.9 >

◆ 「数量や図形についての技能」の平均正答率の全国との差
は－3.7 で，全国平均を若干下回った。

< 昨年度 ： －0.2 >

○ 全国は 10問正解の児童の割合が最も多いが，北九州市
は 9・10問正解の割合が最も多い状況である。

小学校算数A（知識に関する問題）
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(2)北九州市正答率 58.2％ 北九州市無解答率 1.2％
全国正答率 58.5% 全国無解答率 1.5%

【参考】H27 A４(2)類題 本市正答率 55.1％
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小学校算数A（知識に関する問題）

小学校算数Aで課題があった問題

【小数の除法の意味について理解しているかどうかをみる問題】

解答を「１，４」とする誤答が多く見られました。小数の乗法・除法の意味についての理解が必要です。

２

【さらなる定着を図るための学習活動例】

「１に当たる大きさを求める際に，除法が用いられること」を理解できるようにすることが大切です。

○ 問題文に示された数量について，線分図や数直線，関係図に整理し，「１に当たる大きさ」は何かを説明

する活動。

○ 第６学年で「比」を学習した後であれば，これらの数量の関係について比を使って整理する活動。

今後の取組の方向性

＜基礎的・基本的な内容の確実な定着について＞

○ 「北九州市学力定着サポートシステム」の「診断問題」を活用し，どの問題に課題があるかを把握しましょう。

「基礎・基本定着問題」「web問題チャレンジシート」等，本市で過去に発行されたプリント等を繰り返し活用し，確

実な定着を図ることが大切です。

○ その際，公式や用語等の暗記だけにとどまらず，図などと対応させながら用語の意味を理解できるようにすることが

大切です。

（例）円周率を求める公式（円周÷直径）の例でいえば，直径の異なる複数の円を示しそれらの「円周」や「直径」

はどこか，直径が変わったときに「変わるもの（円周）」と「変わらないもの（円周率）」は何かについて説明する

活動を取り入れた授業を行うなど。

北九州市正答率 37.7％
全国正答率 39.9%
北九州市無解答率 0.8％
全国無解答率 1.0%

正答 ２，４
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例示された説明の仕方を参考に，条件を一部変更した場合について，言葉や数，式を適切に使って説明することが

できつつあります。

４

【九九の表のきまりについて，示された考えを解釈し，条件を変更した場合について考察する問題】

正答例
横に並んでいる７つの数「４，６，８，１０，１２，１４，
１６」の和70は，真ん中の数10の７倍になっています。

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

○ 幾つかの具体例を調べて共通性を見付ける活動

○ 条件を変更しても同じように数量の関係が成り立つのかを考察する活動

与えられた問題を解くだけでなく，ほかの数量や形，条件等でも，その数量の関係が成り立つのか，なぜその数量の関

係が成り立つのかについて考えてみることが大切です。

北九州市正答率 60.6％ 北九州市無解答率 10.4％
全国正答率 59.5% 全国無解答率 11.3%

九九の表の，横に並んでいる数を選び，選んだ数について話し合いました。
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正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 小学校算数B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の少ない側によった山型である。

◇ 「数と計算」の平均正答率の全国との差は－1.0で，全
国平均と同程度だった。 < 昨年度 ： －1.4 >

◆ 「図形」の平均正答率の全国との差は－4.5で，全国
平均を若干下回った。 < 昨年度 ： －1.7 >

◆ 「数量や図形についての知識・理解」の平均正答率の
全国との差は－8.3で，全国平均を下回った。

< 昨年度 ： －3.5 >
○ 全国は 6・7問正解の児童の割合が最も多いが，北九州市
は 5問正解の割合が最も多い状況である。

小学校算数B（活用に関する問題）
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小学校算数Bで成果があった問題
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小学校算数B（活用に関する問題）

小学校算数Bで課題があった問題

【アンケート結果を示した棒グラフと，それについて考察したメモの情報を関連付けて説明する問題】

メモ１の内容についてのみ説明している誤答が多く見られました。問われていることは何かを正しく把握し，

必要な情報を収集し，説明することが必要です。

北九州市正答率 17.8％ 北九州市無解答率 17.7％
全国正答率 20.7% 全国無解答率 18.0%

正答例

メモ１は，１２月の人数に着目して書かれていて，

メモ２は，７月の人数と１２月の人数の差に着目して

書かれています。

今後の取組の方向性

＜データの活用について＞

○ 新学習指導要領では，小学校の新領域として「データの活用」が設けられます。この内容は，中学校でも引き続き，

「データの活用」の領域において学習していきます。

○ 中学校との学習の円滑な接続を図るためにも，実際に資料を集め，目的を意識して表・グラフを作る活動を充実させ，

表やグラフにどんな特徴があるかを理解できるようにすることが大切です。

○ 作成後は「目的は何か。」「なぜその表・グラフを選んだか。」「表の項目やグラフの目盛りのとり方は適切か。」等，表

やグラフを批判的に考察する活動を取り入れた授業を行いましょう。

＜単元末テストの活用について＞

○ 単元末テストに，思考力・判断力・表現力等を問う問題が掲載されています。テストの問題を解くことができるような力

を，授業で意識して育てることが大切です。

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

資料を分類整理する学習では，次のような活動を行うことが大切です。

○ 日常生活の中で主体的に問題を見出して情報を収集する活動。

○ 表やグラフなどに整理して表現する活動。

○ 考察した結果から新たな問題を見いだし，さらに情報を収集し，表やグラフなどに整理し直して考察する活動。

３
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【ろ過の適切な操作方法を身に付けているかどうかをみる問題】

北九州市正答率 71.4％ 北九州市無解答率 0.4％
全国正答率 71.1％ 全国無解答率 0.5％

小学校理科で成果があった問題

４
(1) まもるさんの気づきをもとに，正しく操作
し直しているものはどれですか。

正答 ４

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

○ 器具の操作は，観察，実験で実際に使用することを通して身に付くものです。理科の授業では，児童一人一

人に器具を使用する場面を保障しましょう。また，器具の操作には，どのような意味があるのかを理解できるようにす

ることを意識して観察，実験を行わせることも大切です。
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平成30年度 小学校理科 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の少ない側によった山型である。

◇主として 「知識」に関する問題の平均正答率の全国との
差は＋1.0で，全国平均と同程度だった。<前回：－3.4 >
◆ 「エネルギー」の平均正答率の全国との差は－2.4で，
全国平均を若干下回った。 < 前回：－3.4 > ○ 全国は 11問正解の割合が最も多いが，北九州市は 10問

正解の割合が最も多い状況である。
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実験技能の理解（ろ過の操作）器具の操作について改善が図られていると考えられます。

【参考】類題 Ｈ２７ ３(5)
北九州市正答率 47.5％ （全国51.7％）
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小学校理科

＜科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする活動の充実について＞

○ 理科に関する知識・技能は，単に身に付けているだけでなく，観察，実験を中心とした問題解決による学習活動や，

実際の自然や日常生活などの場面において発揮されることが重要です。観察，実験の結果を整理し考察する学習活

動や，科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする活動を意図的・計画的に授業に位置付けるようにしま

しょう。

＜学んだことを基にしたものづくりへの適用について＞

○ 学んだことを基にしたものづくりへの適用に課題が見られました。ものづくりの授業では，適用しようとする「性質」や

「働き」について確認する時間を十分確保するようにしましょう。図や言葉を使って設計図などを作成することを通して，

ものづくりで用いた「性質」や「働き」を明らかにすることが大切です。

今後の取組の方向性

【 太陽の1日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を目的に合ったものづくりに適用できるかどうかをみる問題 】

３

北九州市正答率 37.7％ 北九州市無解答率 0.4％
全国正答率 41.9％ 全国無解答率 0.6％

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

学んだことを基にしたものづくりへの適用ができるようにするには，次の点を意識して授業をしましょう。

○ 設定したものづくりの目的に対して必要な知識を明らかにする。

○ 知識の適用だけでなく，目的を設定し，計測して制御するという考え方に基づいた学習活動を取り入れる。

○ 繰り返し試しながら光電池の置き方を制御するといった場の設定や時間の確保を行うようにする。

小学校理科で課題があった問題

(4) 午後１時ごろから午後３時ごろだけプロペラが回るようにするには，箱の中で光電池を
どのように置けばよいと考えられますか。

学習を通して獲得した知識をものづくり等へ適用することに課題があると考えられます。

正答 ４

【参考】類題 Ｈ２７ ２(5)
北九州市正答率 39.6％ （全国44.2％）
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中学校国語Aで改善が見られた問題

【場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解しているかどうかをみる問題】
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北九州市正答率 81.9％
全国正答率 82.8％
北九州市無解答率 0.3％
全国無解答率 0.2％

【参考】H27 A６
北九州市正答率 66.９％
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正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 中学校国語A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

◇ 各領域および各観点別の平均正答率の全国との差は，
－1.2 ～ －0.7 と，全国平均と同程度だった。

< 昨年度 ： －1.2 ～ －0.4 >
◇ 問題形式別の平均正答率の全国との差は，
－1.3 ～ －0.9 と，全国平均と同程度だった。

< 昨年度 ： －1.2 ～ －0.4 >
○ 全国は 28問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州
市は 27問正解の割合が最も多い状況である。
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【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

〈登場人物の相互関係を捉える工夫〉

○ 文章の中の時間的・空間的な場面の展開

や登場人物の心情や行動，情景描写に注意

して読み，登場人物の言動の意味について

考える活動を行いましょう。
場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，作
品の内容を理解する力が身に付いてきています。

中学校国語A（知識に関する問題）
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中学校国語A（知識に関する問題）

中学校国語Aで課題があった問題

【目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書くことが
できるかどうかをみる問題】

誤
答
例

・
私
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
（
心
を
打
た
れ
た
。
）

・
努
力
し
て
い
る
こ
と
に
私
は

（
心
を
打
た
れ
た
。
）

・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
努
力
す
る
姿
に

（
心
を
打
た
れ
た
。
）

＜小中連携の視点に立った体系的・継続的な指導について＞
○ 文の構成については，発達段階に応じた力をそれぞれ身に付ける（文の中における主語と述語との関係に注意
する。修飾・被修飾の関係など文の構成を知る。文章の中での語句と語句との関係を理解する。中学校では小学
校での学習を生かして，文の成分の順序や照応，文の構成などについて考える）ことが大切です。学習
に入る前に定着度の確認などを行い，体系的・継続的な指導を図りましょう。

＜実際の読書活動や言語活動において適切に言葉を使い分ける力の育成について＞
○ 一対一の双方向の対話だけではなく，第三者(多数)に対して（もしくは第三者の立場に立って）話す・書く
場面を設定し，他者意識をもたせて文を構成する場面を作りましょう。作った文を周りと共有し，それぞれの
立場から意見を出し合い，相手に分かりやすく伝えることを意識づけていきましょう。

＜北九州市学力定着サポートシステムの活用について＞
○ 思考力等の育成においては，「何を理解しているか（知識・技能の習得）」が重要です。「北九州市 学力定着
サポートシステム」の「基礎・基本定着問題」「診断問題」を活用し，言語に関する知識・理解・技能の定着を図り
ましょう。

今後の取組の方向性

【
問
わ
れ
て
い
る
力
】

○
文
の
成
分
（
主
語
・
述
語
・
修
飾
語
・
接
続
語
・
独
立
語
）
の
順
序
や

照
応
の
理
解
。

○
文
の
構
成
を
考
え
て
書
く
力
。

心
を
打
た
れ
た
。

※誰が

誰の
何の

どのよう
なことに

【
誤
答
を
生
み
出
し
た
理
由
】

述
語
「
心
を
打
た
れ
た
」
に
対

す
る
主
語
「
誰
が
」
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

〈文の構成などについて考えるための指導の工夫〉
○ 語順や語の照応によって表現がどのように変わ
るかについて，様々な文型から考える活動を行い
ましょう。

○ その際，一対一の双方向の立場だけではな
く，間接的な立場に立って相手に伝える意識を
もたせる指導を行うことが大切です。

正答例

私
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
努
力
す
る
姿
に

（
心
を
打
た
れ
た
。
）

四

次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

２

「
心
を
打
た
れ
た
。
」
を
文
末
に
用
い
た
一
文
を
書
き
な
さ
い
。
な

お
，

「
心
を
打
た
れ
た
」
の
主
語
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
，
「
誰
（
何
）
」
の

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
」
に
「
心
を
う
た
れ
た
」
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に
書

く
こ
と
。

８

北九州市正答率 17.3％ 北九州市無解答率 7.６％
全国正答率 22.3％ 全国無解答率 6.5％

Ｈ27小国Ａ 2 文中における主語を捉えることに
課題を受けての出題

文の中における主語を捉えたり，主語を明示しながら適切に
表現したりすることに課題があります。
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【質問の意図を捉えることができるかどうかをみる問題】
２

山
川
さ
ん
は
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
，
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

ま
す
。
次
は
，
山
川
さ
ん
が
発
表
の
た
め
に
作
成
し
た
【
資
料
】
，
【
発
表
の
直

前
の
場
面
】
と
，
そ
れ
に
続
く
【
発
表
・
質
問
の
場
面
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら

を
読
ん
で
，
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一
【
発
表
・
質
問
の
場
面
の
一
部
】
の
南
さ
ん
と
大
野
さ
ん
の
質
問
の

意
図
と
し
て
最
も
最
適
な
も
の
を
，
次
の
１
～
４
ま
で
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

１

南
さ
ん
は
事
前
に
も
っ
て
い
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
，

大
野
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
誤
り
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し

て
い
る
。

２

南
さ
ん
は
事
前
に
も
っ
て
い
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
，

大
野
さ
ん
は
説
明
を
聞
い
て
生
じ
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問

し
て
い
る
。

３

南
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し
，

大
野
さ
ん
は
説
明
を
聞
い
て
生
じ
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問

し
て
い
る
。

４

南
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し
，

大
野
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
発
表
の
要
点
を
確
か
め
る
た
め
に
質
問
し

て
い
る
。

２

正答

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問した
り，聞き手とのやりとりを踏まえながら，話の全体として
伝えたいことを明確にして話したりする活動を行いま
しょう。

説明を聞いて生じた

疑問を解決するため

の質問

各教科における言語活

動の更なる充実に資す

るものとなることを求めて

いる。

北九州市正答率 85.８％ 北九州市無解答率 0.2％
全国正答率 86.8％ 全国無解答率 0.2％

２

事前にもっていた疑

問を解決するための

質問

【事前にもってい
た疑問】
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100
話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文
化と国語の特質に

関する事項

国語への関心・意
欲・態度

話す・聞く能力書く能力

読む能力

言語についての知
識・理解・技能

選択式

記述式

北九州市

全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 中学校国語B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

◇ 問題形式別の平均正答率の全国との差は，－1.0 ～－0.9
と，全国平均と同程度である。< 昨年度 ：－3.0 ～ －1.0 >

◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」及び「言語
についての知識・理解・技能」の領域・観点における平均正答
率の全国との差は，－0.2と，全国平均と同程度である。

<昨年度－7.1>
○ 北九州市は，7問正解の割合が最も多く，全国は6問と
7問の正解の割合が最も多い状況である。

中学校国語B（活用に関する問題）
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北九州市
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【参考】
H26類題 A１二 本市正答率 76.0％（全国80.3％）
H27類題 A８一 本市正答率 81.7%（全国84.6%）

話の内容と自分の考えを比較し，必要に応じて不明な部分や更に
聞きたい事柄について質問する力が身に付いてきています。

中学校国語Bで改善が見られた問題
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＜文章の構成や展開の工夫とその効果を考える力，目的に応じて文章の内容を適切に捉えて書く 力の育成について＞

○ 文章の中の中心的な部分，または付加的な部分や事実と意見などとを読み分け（図表がある場合は，図表が

どの部分と関連しているのかを捉えて）， 内容を的確に捉える力を高めていきましょう。

○ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，分かりやすい説明や具体例を加えたり，表現する

内容にふさわしい語句を選んで描写を工夫したりして書くことを意識させましょう。

今後の取組の方向性

中学校国語B（活用に関する問題）

中学校国語Bで課題があった問題

複数ある場合が在るので，段落の始
めの指示語や接続語などに着目し
て読む。

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

＜適切な情報を得て，考えをまとめるための活動の充実＞

○ 段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を正しく押さえたりしながら、更に大きなまとまりが、文章全体でどのような

役割を担っているかを捉える活動

○ 文章や図表などとの関連を捉えたり、書き手の意図やその効果について考えたりする活動

１

次
の
文
章
を
読
ん
で
，
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１ 【目的に応じて文章を読み，内容を整理して書くことができるかどうかをみる問題】

中
略

理由となる部分を探す。

（今回は理由が二つあるので，両方
に着眼しないといけません）

① 「無用」と言う言葉が 使わ
れなくなり，「してはならない」
と言う意味での使い方が分か
りにくくなっている。

② 「天地無用」には「逆にする」に当
たる内容が省略されていることに気
付かないと，「してはならないこと」以
外の意味で捉えてしまう。

文章中の言葉を使って自分の考え
を書く。

接続詞「また」がある
ので，もう一つ理由
があることがわかる。

三

こ
の
文
章
を
読
ん
で
，
「
天
地
無
用
」と
い
う
言
葉
を
見
た
と
き
に
誤
っ
た
意
味
で
解
釈
し
て
し
ま
う
人
が
い
る
理

由
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
，
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
，
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り

し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

北九州市正答率 11.5％ 北九州市無解答率 ７.2％
全国正答率 13.3％ 全国無解答率 7.0％

正
答
例

現
在
は
，
「
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
い

う
意
味
を
表
す
際
に
，
「
無
用
」
以
外
の

言
葉
を
使
う
こ
と
が
多
く
，
「
無
用
」と
い

う
言
葉
に
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。
ま

た
，
「
天
地
無
用
」
は
「
逆
に
す
る
こ
と
」に

当
た
る
内
容
が
省
略
さ
れ
た
言
い
方
に

な
っ
て
い
て
，
そ
れ
に
気
付
か
な
い
と
「
無

用
」
を
他
の
意
味
で
捉
え
か
ね
な
い
か

ら
。

文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などを読み分け文章の構成
や展開を捉えて内容を理解することに課題があります。
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【証明の必要性と意味を理解しているかどうかをみる問題】

中学校数学Aで改善が見られた問題

正答 イ

北九州市正答率 38.1％ 北九州市無解答率 0.8％
全国正答率 45.5％ 全国無解答率 0.6％

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

具体的な値を用いて帰納的に考える活動を通じて，「すべて

の場合に必ず成り立つといえるか」ということを考えさせることが大

切です。

そこから演繹的に考えることのよさを実感させ，証明の必要性

と意味を理解することにつなげていく活動を設定しましょう。

演繹的に考えることによって導かれた事柄は常に成り立
つことの理解が進んでいます。
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100

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な技能

数量や図形などにつ

いての知識・理解

選択式

短答式

北九州市

全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 中学校数学A 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の少ない側によった山型である。

○ 全国は31・32問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州
市は29問正解の割合が最も多い状況である。

◇ 「資料の活用」の領域の平均正答率の全国との差は0.0 で，
全国平均と同等だった。 < 昨年度 ： －1.6 >

◆ 「数学的な技能」の観点の平均正答率の全国との差は
－3.5 で，全国平均を若干下回った。

< 昨年度 ： －3.3 >
◆ 「短答式」の平均正答率の全国との差は－3.9 で，全国
平均を若干下回った。 < 昨年度 ： －2.8 >

中学校数学A（知識に関する問題）
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【参考】H27 同一問題
北九州市正答率 24.0％ （全国25.8％）
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中学校数学A（知識に関する問題）

中学校数学Aで課題があった問題

【等式を目的に応じて変形できるかどうかをみる問題】

＜数量の関係や法則などを式に表現したり式の意味を読み取ったりする能力について＞

○ 数量の関係を文字式を用いて表現することだけでなく，表現された文字式がどのような関係を表しているかを考え

て説明させる場面を設定しましょう。

○ ２つ以上の文字を含む等式の変形では，式を変形する目的を明確にして，分配法則や等式の性質などの既習

事項を根拠にすることを意識させるようにしましょう。

今後の取組の方向性

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

具体的な事象の中にある数量の関係に着目させ，それを文字を用いて式に表現したり式の意味を読み取った

りする能力を養うとともに，等式の性質を用いた等式の変形を形式的に行うだけではなく，この問題のように三角

形の面積を求める公式を底辺の長さについての式に変形するなど，具体的な場面で目的に応じて式を変形する

ことに重点をおき，式を利用することのよさを実感できるようにすることが大切です。

解答類型では shのように，単純にaとsを入れかえたと考えられる誤答や， のように文字にだけ着目して変形

２S

ｈ
―（a＝）

正答

したと考えられる誤答が見られました。これは，与えられた式の意味を読みとることや，等式の性質を理解することが定着

できていないと考えられます。

北九州市正答率 39.3％ 北九州市無解答率 17.9％
全国正答率 48.2％ 全国無解答率 15.3％
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中学校数学Bで成果があった問題

【計算の順番を入れ替えたものを選択し，その計算結果が何の倍数になるかを求める問題】

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

帰納的に調べることで成り立つと予想される事柄を見いだし，そ
れを演繹的に推論することで，成り立つ事柄を数学的に表現で
きるようになることが大切です。

授業では，すでに解決した問題に関連付けて理解して，説明
する話し合い活動や，「まとめ」で分かったことをノートに書く活動を
設定しましょう。

条件が変わったときの計算結果を数学的に表現することの理
解が進んでいます。
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図形
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資料の活用

数学的な見方や考

え方
数学的な技能
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記述式

北九州市

全国

正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 中学校数学B 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の少ない側に集中した山型である｡

○ 全国は5問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州市は
4問正解の割合が最も多い状況である。

◇ 「数と式」の領域の平均正答率の全国との差は
－1.5 で，全国平均と同程度だった。

< 昨年度 ： －4.1 >
◆ 「数学的な技能」の観点の平均正答率の全国との差は
－4.3 で，全国平均を若干下回った。< 昨年度 ： －6.7 >

◆ 「選択式」の平均正答率の全国との差は －4.0 で，全国
平均を若干下回った。 < 昨年度 ： －0.8 >

中学校数学B（活用に関する問題）
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北九州市 全国（公立）

北九州市正答率 67.4％ 北九州市無解答率 0.8％
全国正答率 68.3％ 全国無解答率 1.1％

正答 アを選択して，４，２のいずれかを解答している
イを選択して，２と解答している
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中学校数学B（活用に関する問題）

中学校数学Bで課題があった問題

【S社の団体料金が通常料金の何％引きになっているかを求める式を書く問題】

正答 ５６０/３５００×１００

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

小学５年生で，１単位当たりの割合が０．７５のときの百分率が７５％であることを学習しています。中学１年生の方程

式では，３５００円が１００％であるとき，５６０円をｘ％として，比例式を活用することで，百分率と意味と比例式の有用性

を実感することができると思います。

＜式の意味やよさを実感するための話し合い活動と書く活動について＞

○ 方程式等を活用して問題を解決する技能を高めるとともに，授業では話し合い活動を通して式の意味やよさを

実感できる工夫をしましょう。話し合い活動の前の書く活動を通して自分の考えを持ち，話し合ったことを「記録」

「整理」して，思考を深めるために，「まとめ」「振り返り」による書く活動を行いましょう。

○ 定期考査においても，式の意味やよさを説明するなど，思考力・判断力・表現力等を問う問題を出題しましょう。

今後の取組の方向性

北九州市正答率 11.2％ 北九州市無解答率 25.7％
全国正答率 16.0％ 全国無解答率 24.1％

解答類型では，560/3500という誤答が多く見られました。これは通常料金の3500円を基準量，
値引き額の560円を比較量として，割合を求めるための式を書くことはできたが，百分率で表現す
ることができていないと考えられます。
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中学校理科で改善が見られた問題

【オームの法則を使って，抵抗の値を求めることができるかどうかをみる問題】６

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

観察・実験の結果を整理して，表やグラフに表し，

必要なデータを読み取ったり，規則性を見いだしたりす

る活動を繰り返し設定しましょう。

北九州市正答率 51.9%      北九州市無解答率 14.3％
全国正答率 51.9% 全国無解答率 14.６%

正答 電流：0.60A
抵抗：5Ω
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北九州市
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正答数分布図領域・観点・問題形式別平均正答率の状況

平成30年度 中学校理科 正答分布グラフ（横軸：正答数 縦軸：割合）

学力の分布は，正答数の多い側に集中した山型である｡

○ 全国は21問正解の生徒の割合が最も多いが，北九州市は
19問正解の割合が最も多い状況である。

◇ 「物理的領域」の平均正答率の全国との差は－1.5 で，
全国平均と同程度だった。 < 前回 ： －3.3 >

◇ 「自然事象についての知識・理解」の平均正答率の全国
との差は －2.0 で，全国平均と同程度だった。

< 前回 ： －2.7 >
◆ 「記述式」の平均正答率の全国との差は －3.0 で，全国
平均を若干下回った。 < 前回 ： －3.3 >
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北九州市 全国（公立）

前回調査と比較し，オームの法則を使って抵
抗の大きさを求めることに改善が見られます。

適切な電流の値

を読み取った上

で，オームの法則

を使って豆電球の

抵抗の大きさを求

めます。

【参考】Ｈ２７類題 ５(1)
北九州市正答率 54.4%（全国59.6%）
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中学校理科

中学校理科で課題があった問題

【条件制御の知識・技能を活用して，実験を計画する際に，「変えない条件」を指摘する
ことができるかをみる問題】

４

【 さらなる定着を図るための学習活動例 】

＜課題を解決するための実験を計画する学習場面を授業に取り入れる＞

○ 実験を計画する際には，自然の事物・現象に含まれる要因を洗い出し，それぞれの要因を変える

条件と変えない条件に整理して，適切に条件を制御することが大切です。

北九州市正答率 41.8％ 北九州市無解答率 16.5％

全国正答率 44.1% 全国無解答率 15.5％

＜理科の学習と日常生活や社会とのつながりについて＞

○ 今回の調査では，理科の学習が科学技術に応用されている例（テレプロンプター，発熱パック，緊急地震

速報）や日常生活において知識・技能を活用する問題（アサリの塩出し，刺激に対する反応，LEDと豆電球）が
多く出題されています。理科の学習内容と科学技術，日常生活や社会とのつながりを意識した授業改善が求

められています。

＜考察の改善，新たな疑問の設定について＞

○ 「考察の改善」や「新たな疑問」の設定について問う問題が増えています。日常の授業においては，見通し

をもった観察・実験を行い，探究の過程を振り返る活動を取り入れていきましょう。

今後の取組の方向性

正答例
金網の位置 など

課題解決や実験の目的に正対

した「変えない条件」を考えます。

実験の目的に応じた条件を指摘し，条件
制御の知識・技能を活用することに課題が
見られます。

28



（５）正答数分布グラフの経年比較 ①小学校国語科

H29

H30

H29

H30

小学校国語では，低位層が減少し，高位層が増加している。分布図も全国平均に近づいている。

H28 H28

小国Ａ 小国Ｂ
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②小学校算数科

H29

H30

H29

H30

小学校算数では，低・中位層が全国平均に比べて多い。

H28 H28

小算Ａ 小算Ｂ
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H29

H30

H29

H30

【中学校調査】 Ｈ２８－Ｈ２９正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）③中学校国語科

中学校国語では，低位層が減少し，高位層が増加している。分布図も全国平均に近づいている。

H28 H28

中国Ａ 中国Ｂ
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H29

H30

H29

H30

【中学校調査】 Ｈ２８－Ｈ２９正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：割合）④中学校数学科

中学校数学では，低・中位層が全国平均に比べて多い。

H28 H28

中数Ａ 中数Ｂ
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⑤小・中学校理科

H27

H30

H27

H30

理科では，小学校・中学校ともに，低位層が減少し，高位層が増加している。分布図も全国平均に
近づいている。

小理 中理

33



（６）学力に影響を与える要因

学力向上推進体制の強化（各課の連携），必要な教職員の配置
ハード面（学校施設）や教材（ICT等）の整備

教育行政（教育委員会）

地 域

地域と学校の

パートナーシップ

連携・協働の推進

地域の高い意識・
学校理解

学習・生活習慣の定着

家 庭

家庭と学校の

パートナーシップ

保護者の高い意識 ・
学校理解

学習意欲

基礎的 ・ 基本的な知識 ・ 技能

思考力 ・ 判断力 ・ 表現力等

校長のリーダーシップ ・ 学校経営

教師一人一人の指導力の向上

児童生徒一人一人へのきめ細かな
教育の確立

良好な学習環境

PDCAサイクル
（各学校・学年・学級，個人の経年分析）

学 校

◇補充学習の充実
◇ ICT機器の活用
◇ 市費講師の活用（少人数，専科指導）

学 力

◇校内の授業改善を推進するための支援
◇ 授業改善を支援する校外研修の活用
◇ 学習支援教材の活用

◇ 高めあう職員集団づくり
（同僚性，協働性）

◇ 校種間の連携◇望ましい生活習慣
（食生活・生活リズム

メディア接触）

◇ 家庭学習習慣の確立

家庭の教育力

◇地域生活環境の整備
◇地域の活性化
◇学校行事への参画

地域の教育力

◇保護者への働きかけ
◇ 習慣化に向けての取組

学びの基盤づくり
（いじめ・不登校対策，人権意識に基づく相互理解）

特別な支援を要する児童生徒への対応

◇信頼関係の構築
◇継続性を高める

ための工夫

保護者の社会的経済的背景
(学歴・所得等)
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質 問 項 目

学
び
の
育
ち

学校での
学習

★授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか。

★学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思いますか。

★授業では，学級の友達（生徒）との間で話し合う活動をよく行っていたと思いますか。

学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
ると思いますか。

授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか。

★「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいますか。

算数（数学）の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけ（根拠）を理解するようにしていますか。

算数（数学）の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか。

理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか。

理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えていますか。

学習習慣

家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか。

家で，学校の宿題をしていますか。

学校の授業時間以外に，普段（月曜日～金曜日），1日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか。

読 書 ★読書は好きですか。

心
の
育
ち

生活習慣

朝食を毎日食べていますか。

毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか。

★普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式のゲーム，
携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む)をしますか。

★普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，イン
ターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）

自尊感情
夢
目標

自分には，よいところがあると思いますか。

将来の夢や目標を持っていますか。

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。

地域や
社会への
関心

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」と「心の育ち」に関係の深い質問項目を選び，子どもたちの質問に対する

回答状況を数値化し，指標としています。

なお，★印は，平成３０年１月に実施した北九州市学力状況調査（小５・中２）の結果を掲載しています。

（７）学習状況調査結果 ～ 「学びの育ち」と「心の育ち」の更なる成長に向けて ～
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～ 学校質問紙調査及び児童生徒質問紙より ～

「心の育ち」について

「学びの育ち」について

平成30年度 本市と全国との比較

【学びの育ち】

【心の育ち】

【小学校】

＜学校での学習について＞

○「授業の最後に学習内容を振り返る活動」 「話し合う活動」が，小・中学校ともに全国平均を上回って

いる。授業改善に向けた取組が進んでいる。

◎ 今後は，「めあて」や「振り返り」の質の向上や，考えを広げ，深めることができるような「話し合う活動」の

実現に向け，研修会を実施する等，授業の質の向上に向けた取組を進めていく。

＜学習習慣について＞

● 「学校の宿題をしていますか」については，小６ ，中３ともに全国平均と同程度となっている。「学校の授
業時間以外に，１日当たり1時間以上勉強している」については全国平均を若干下回っているが，改善
傾向にある。

◎ 今後，各学校で宿題に関するルール（内容，分量，予定等）を定め，家庭学習について，意図的・計

画的に実施し，学習習慣の確立と，学習内容の確実な定着を図ることが求められている。また，児童

生徒の習熟度に応じた教材の準備，自学の習慣の定着等の取組を一層進めていく必要がある。

＜自尊感情・夢・目標について＞

○ 「自分には，よいところがある」については， H27年度の取組状況と比べると，小６，中３ともに，年々肯定

的な回答が増え，全国と同程度になっている。

◎ 今後も引き続き，学校・家庭・地域での様々な活動を通して，児童生徒が自己有用感を実感したり，達

成感を味わうことができたりする機会を意図的・計画的に設定していく必要がある。

＜地域や社会への関心について＞

○ 「今住んでいる地域の行事に参加していますか」については，肯定的な回答をした割合は，小・中学校とも

全国平均と同程度となり，全国平均に近づいている。
◎ 今後一層地域との連携を図っていく必要がある。地域の祭りや伝統行事，市民センターや公民館の行
事等に進んで参加できる環境を整え，地域のよさに気付かせるとともに，シビックプライドを育成したい。
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児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

「学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書いたりすることは難しいと思いますか」につい
て，肯定的な回答をした割合は，小学校では全国平均を上回り，中学校では全国平均を若干上回ってい
る。
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どちらかといえば，そう思わない そう思わない

【中学校】

23.4 

27.8 

30.3 

31.1 

26.7 

23.5 

19.5 

17.4 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

そう思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない

【小学校】

★Ｈ29北九学調 小５（67）・中２（69） 【学校の授業などで，自分の考えを他の人に説明したり，文章に書
いたりすることは難しいと思いますか】 ※この項目は，数値が少ないほうがよい。

「
そ
う
思
う
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
う
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
そ
う
思
う
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
う
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

★Ｈ29北九学調 小５（62）・中２（64） 【授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思い
ますか】

「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか」について，肯定的な回答をした割合
は，小学校では全国平均を若干上回り，中学校では全国平均を上回っており，年々増加している。

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 56.3 64.2 71.1 73.6

全国 59.3 63.1 66.1

20

40

60

80

100

25.3 

30.0 

40.8 

43.6 

26.7 

20.7 

7.0 

5.5 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

40.3 

48.1 

35.9 

31.6 

18.3 

16.0 

5.3 

4.1 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 74.5 78.0 79.1 79.7

全国 75.3 76.1 76.2

20

40

60

80

100

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

学習状況調査結果 ① 学びの育ち 【学校での学習について】 ～ 児童生徒質問紙より ～
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児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 79.4 79.2 81.5 83.9

全国 85.2 83.4 84.5

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 63.2 64.9 74.9 80.8

全国 78.2 77.8 81.8

0

20

40

60

80

100

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

★Ｈ29北九学調 小５（57）・中２（59） 【授業では，学級の友達（生徒）との間で話し合う活動をよく行って
いたと思いますか】

「授業では，学級の友達の間で話し合う活動をよく行っていたと思いますか」について，肯定的な回答をした割
合は，小・中学校３ともに全国平均に近づき，同程度となっている。

38.9 

37.9 

42.9 

42.9 

14.8 

15.1 

3.2 

3.8 

0% 50% 100%

H29全国学

調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

46.9 

51.4 

37.6 

32.5 

12.5 

12.9 

2.8 

3.0 

0% 50% 100%

H29全国学

調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【学校での学習について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

「学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
ると思いますか」について，肯定的な回答をした割合は，小学校では全国平均と同程度となり，中学校で
は全国平均を若干下回っている。

H27 H28 H29 H30

北九州市 61.6 62.7 62.3 77.8

全国 66.9 68.3 68.2 77.7

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 56.9 59.2 61.0 72.9

全国 62.9 64.8 64.8 76.3

0

20

40

60

80

100

32.4 

28.9 

43.9 

44.0 

17.3 

19.2 

6.3 

7.8 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

そう思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない

【中学校】

34.7 

37.1 

43.0 

40.7 

17.3 

16.6 

4.8 

5.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

そう思う どちらかといえば，そう思う

どちらかといえば，そう思わない そう思わない

【小学校】

質問番号 小57・中54 【学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，
広げたりすることができていると思いますか】

「
そ
う
思
う
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
う
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
そ
う
思
う
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
う
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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【学校での学習について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

29.1 

30.1 

47.6 

44.5 

19.0 

20.4 

4.2 

4.8 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

質問番号 小55・中52 【授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いま
すか】

「授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか」について，肯定的
な回答をした割合は，小学校では全国平均と同程度となり，中学校では下回っている。

H28 H29 H30

北九州市 64.2 68.4 68.0

全国 73.8 74.9 73.8

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

26.3 

22.4 

47.5 

45.6 

20.8 

24.9 

5.3 

6.9 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

H28 H29 H30

北九州市 70.1 71.2 74.6

全国 77.8 77.9 76.7

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

★Ｈ29北九学調 小５（54）・中２（56） 【「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め
整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか】

「『総合的な学習の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの
学習活動に取り組んでいますか」について，肯定的な回答をした割合は，小学校では同程度となり，中学
校では下回っている。

21.3 

21.9 

43.0 

34.5 

25.7 

28.5 

9.7 

15.0 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

27.1 

34.1 

42.7 

33.8 

23.1 

23.2 

6.7 

8.8 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 52.3 54.7 63.1 67.9

全国 65.8 65.4 69.8

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 36.0 38.4 52.3 56.4

全国 58.0 57.7 64.3

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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【学校での学習について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

43.7 

42.1 

36.7 

36.0 

14.9 

16.3 

4.5 

5.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

質問番号 小35・中35 【算数（数学）の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけ（根拠）を理解するように
していますか】

「算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか」について，肯定的な回答を
した割合は，小学校では全国平均と同程度，中学校では若干下回っている。

H28 H29 H30

北九州市 64.6 68.9 66.1

全国 69.8 72.1 70.4

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

30.9 

28.3 

39.5 

37.8 

22.1 

24.3 

7.5 

9.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

H28 H29 H30

北九州市 76.4 79.1 78.1

全国 80.8 82.6 80.4

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

質問番号 小36・中36 【算数（数学）の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていま
すか】

「 「算数（数学）の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか」について，肯定的
な回答をした割合は，小学校では同程度，中学校では若干下回っている。

45.6 

41.0 

35.0 

35.1 

13.6 

16.0 

5.7 

7.7 

0% 50% 100%

Ｈ３０全国

Ｈ３０本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

56.8 

57.0 

29.0 

27.9 

10.5 

11.3 

3.5 

3.6 

0% 50% 100%

Ｈ３０全国

Ｈ３０本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

H28 H29 H30

北九州市 81.1 83.3 84.9

全国 84.8 86.0 85.8

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H28 H29 H30

北九州市 78.4 79.7 76.1

全国 81.1 81.3 80.6

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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【学校での学習について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

41.2 

39.1 

47.9 

49.0 

8.0 

9.3 

2.6 

2.3 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

週１回以上 月１回以上

学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない

【小学校】

質問番号 小46・中46 【理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか】

「理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか」について，肯定的な回答をした割合
は，小学校は全国平均と同程度，中学校では下回っている。

Ｈ２７ Ｈ３０

北九州市 72.5 71.0

全国 83.9 87.1

20

40

60

80

100
「
週
１
回
以
上
」
・

「
月
１
回
以
上
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

40.7 

18.8 

46.4 

52.2 

9.7 

21.9 

3.0 

6.8 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

週1回以上 月1回以上

学期に1回以上 ほとんど、または、全く行っていない

【中学校】

Ｈ２７ Ｈ３０

北九州市 81.0 88.1

全国 90.0 89.1

20

40

60

80

100
「
週
１
回
以
上
」
・

「
月
１
回
以
上
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

質問番号 小49・中49 【理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えていま
すか】

「理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えていますか」について，肯定的
な回答をした割合は，小学校では全国平均と同程度，中学校で下回っている。

31.7 

26.8 

40.6 

39.8 

20.4 

23.7 

7.1 

9.6 

0% 50% 100%

Ｈ３０全国

Ｈ３０本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

43.6 

47.9 

38.2 

35.3 

14.3 

13.3 

3.8 

3.3 

0% 50% 100%

H３０全国

H３０本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

H27 H30

北九州市 75.1 83.2

全国 80.4 81.8

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H30

北九州市 56.6 66.6

全国 67.2 72.3

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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H27 H28 H29 H30

北九州市 66.1 68.7 87.5 96.9

全国 87.5 84.2 90.0 90.9

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 97.0 89.3 97.0 96.3

全国 95.5 92.8 95.6 96.7

0

20

40

60

80

100
「
よ
く
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

学校質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

63.3 

61.7 

33.4 

34.6 

3.2 

3.8 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よくしている どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【小学校】

46.2 

57.8 

44.7 

39.1 

8.7 

3.1 

0.3 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よくしている どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【中学校】

質問番号 小74・中71 【模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか】

「模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか」について，肯定的な回答をした学校の割合
は，小学校では全国平均と同程度であり，中学校では全国平均を上回っている。

「
よ
く
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

49.0 

42.2 

39.5 

45.3 

10.1 

10.9 

1.2 

1.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よくしている どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【中学校】

64.8 

68.4 

29.2 

31.6 

5.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よくしている どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【小学校】

質問番号 小73・中70 【学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか】

「学校でテーマを決め，講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか」について，肯定的な回答をした学
校の割合は，小学校では全国平均を上回っており，中学校では同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 97.7 99.3 98.4 100.0

全国 93.3 93.0 93.6 94.0

0

20

40

60

80

100

「
よ
く
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 86.2 82.8 78.2 87.5

全国 85.8 86.0 88.4 88.5

0

20

40

60

80

100

「
よ
く
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【校内研修について】 ～ 学校質問紙より ～
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【学習習慣について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

87.9 

88.2 

9.2 

8.9 

2.2 

2.1 

0.6 

0.7 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【小学校】

質問番号 小・中11 【家で，学校の宿題をしていますか】

「家で，学校の宿題をしていますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに全国平均と
同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 86.3 85.9 87.6 91.6

全国 89.3 90.1 89.5 91.6

20

40

60

80

100

68.5 

67.0 

23.1 

24.6 

6.4 

6.5 

1.9 

1.8 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【中学校】

H27 H28 H29 H30

北九州市 96.4 96.3 96.3 97.1

全国 96.8 97.0 96.9 97.1

20

40

60

80

100

質問番号 小・中10 【家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか】

「家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに
全国平均を若干下回っているが，全国平均に近づいている。

H27 H28 H29 H30

北九州市 49.0 50.0 54.2 63.3

全国 62.8 62.2 64.5 67.6

20

40

60

80

100「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 41.0 39.9 45.8 48.4

全国 48.8 48.4 51.5 52.1

20

40

60

80

100

16.6 

15.1 

35.5 

33.3 

34.8 

35.1 

13.0 

16.3 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【中学校】

30.7 

29.9 

36.9 

33.4 

24.7 

26.0 

7.6 

10.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

あまりしていない 全くしていない

【小学校】

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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学校質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

質問番号 小67・中64 【調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，算数・数学の指導として，
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか】

「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，算数・数学の指導として，家庭学習の課題（宿題）
を与えましたか」について，肯定的な回答をした学校の割合は，小・中学校ともに全国平均と同程度であ
る。

53.2 

67.2 

41.3 

29.7 

5.2 

3.1 

0.1 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

【中学校】

83.3 

83.5 

16.2 

16.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

【小学校】

H27 H28 H29 H30

北九州市 99.3 99.3 99.3 100.0

全国 99.6 99.6 99.6 99.5

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 96.9 96.9 95.4 96.9

全国 93.3 94.8 94.7 94.5

20

40

60

80

100

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【学習習慣について】 ～ 学校質問紙より ～

質問番号 小63・中60 【調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，保護者に対して児童生徒の
家庭学習を促すような働きかけを行いましたか（国語／算数・数学共通）】

「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，保護者に対して児童の家庭学習を促すような働
きかけを行いましたか（国語／算数・数学共通）」について，肯定的な回答をした学校の割合は，小学校
では全国平均と同程度，中学校では，全国平均を若干上回っている。

38.8 

48.4 

53.1 

46.9 

7.5 

4.7 

0.4 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った

あまり行っていない 全く行っていない

【中学校】

55.8 

47.4 

41.4 

49.6 

2.6 

3.0 

0.1 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った

あまり行っていない 全く行っていない

【小学校】

H27 H28 H29 H30

北九州市 93.9 98.5 97.7 97.0

全国 96.5 97.3 97.0 97.2

0

20

40

60

80

100
「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 64.6 73.5 90.7 95.3

全国 66.1 68.8 87.6 91.9

0

20

40

60

80

100
「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）
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【補充的な学習について】 ～ 学校質問紙より ～

質問番号 小37・中36 【算数・数学の指導として，前年度までに，補充的な学習の指導を行いましたか】

「算数・数学の指導として，前年度までに，補充的な学習の指導を行いましたか」について，肯定的な回答
をした学校の割合は，小学校では全国平均と同程度で，中学校では全校平均を若干上回っている。

33.5 

34.4 

57.9 

60.9 

7.8 

4.7 

0.6 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

【中学校】

41.8 

42.9 

52.5 

53.4 

5.2 

3.8 

0.4 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

【小学校】

H27 H28 H29 H30

北九州市 92.4 93.9 90.9 96.3

全国 91.8 92.4 93.3 94.3

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 87.7 89.1 95.3 95.3

全国 89.1 90.6 91.9 91.4

20

40

60

80

100
「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

H27 H28 H29 H30

北九州市 48.0 50.5 50.8 58.1

全国 62.7 62.5 64.4 66.2

0

20

40

60

80

1001
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 56.0 54.0 56.8 59.3

全国 69.0 67.9 69.6 70.6

0

20

40

60

80

100１
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

10.5 

13.5 

25.9 

22.3 

34.2 

23.5 

16.6 

17.4 

7.9 

13.2 

4.9 

10.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

3時間以上 2時間以上，3時間より少ない

1時間以上，2時間より少ない 30分以上，1時間より少ない

30分より少ない 全くやっていない

【中学校】

12.5 

10.5 

16.8 

16.3 

36.9 

31.3 

23.8 

27.1 

7.4 

11.2 

2.5 

3.4 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

3時間以上 2時間以上，3時間より少ない

1時間以上，2時間より少ない 30分以上，1時間より少ない

30分より少ない 全くやっていない

【小学校】

質問番号 小・中14 【学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）】

「学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉
強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）」について，「１時間以上勉強している」と回答した割
合は，小・中学校ともに全国平均を下回っているが，全国平均との差が縮まってきている。

【学習習慣について】 ～ 児童生徒質問紙より ～
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【学習の定着について】 ～ 学校質問紙より ～

「読書は好きですか」について，肯定的な回答をした割合は，小学校では全国平均と同程度，中学校では
全国平均を下回っている。

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 73.2 76.3 75.3 75.8

全国 72.8 74.6 74.3

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 67.1 69.1 68.2 64.8

全国 67.9 69.9 69.9

0

20

40

60

80

100

46.1 

41.3 

23.8 

23.5 

16.4 

17.8 

13.4 

17.2 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

49.0 

53.0 

25.3 

22.8 

15.2 

14.4 

10.3 

9.5 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

★北九学調 小５（72）・中２（74） 【読書は好きですか】

【読書について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

児童生徒質問紙から，「学びの育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）
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児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

「毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに全国平
均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 75.8 77.9 77.3 76.6

全国 79.5 80.1 79.8 77.0

40

50

60

70

80

90

100
「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 73.1 72.2 75.9 73.5

全国 75.2 75.2 75.6 74.2

40

50

60

70

80

90

100

35.6 

34.8 

38.6 

38.7 

19.2 

18.9 

6.5 

7.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

どちらかといえば，していない 全くしていない

【中学校】

41.4 

41.5 

35.6 

35.1 

17.2 

16.8 

5.7 

6.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

どちらかといえば，していない 全くしていない

【小学校】

質問番号 小・中8 【毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか】

「朝食を毎日食べていますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに全国平均と同程
度である。

79.7 

75.0 

12.2 

14.0 

5.4 

7.4 

2.6 

3.4 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

どちらかといえば，していない 全くしていない

【中学校】

84.8 

80.3 

9.7 

11.5 

4.1 

5.6 

1.4 

2.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

している どちらかといえば，している

どちらかといえば，していない 全くしていない

【小学校】

質問番号 小・中 7 【朝食を毎日食べていますか】

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

学習状況調査結果 ② 心の育ち 【生活習慣について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

H27 H28 H29 H30

北九州市 92.0 92.4 92.4 91.8

全国 95.6 95.5 95.4 94.5
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70

80

90

100

「
し
て
い
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

し
て
い
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 90.5 90.8 91.0 89.0

全国 93.5 93.3 93.2 91.9

40

50

60

70

80

90

100
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H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 62.1 59.9 58.8 64.9

全国 57.8 57.1 59.0

0

20

40

60

80

100

１
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

「普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式のゲーム，携
帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」について，「１時間以上行う」と回答した割合は，
小・中学校ともに，全国平均を上回っている。

★H29北九学調 小５・中２（13） 【普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コン
ピュータゲーム，携帯式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか 】
※ この項目は，数値が少ないほうがよい。

9.3 

12.8 

8.3 

9.9 

13.5 

15.8 

24.4 

23.2 

30.4 

25.4 

14.0 

12.7 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

4時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間 1時間より少ない 全くしない

【小学校】

11.4 

12.8 

10.0 

11.1 

16.2 

17.8 

21.4 

23.2 

24.3 

22.7 

16.6 

12.3 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

4時間以上 3～4時間 2～3時間

1～2時間 1時間より少ない 全くしない

【中学校】

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 57.8 56.8 58.7 61.7

全国 54.6 55.0 55.5

0

20

40

60

80

100
1
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 51.7 51.4 51.9 51.6

全国 47.6 47.8 50.4

0

10

20

30

40

50

60

１
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

「普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネッ
トをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く） 」について，「１時間以上行う」と回
答した割合は，小学校では全国平均を若干上回り，中学校では同程度である。

H27 H28 H29 ★H29北九

北九州市 20.1 22.0 25.0 24.0

全国 16.9 18.5 20.5

0

10

20

30

40

50

60

1
時
間
以
上
行
う

割
合
（
％
）

3.8 

5.1 

3.2 

4.3 

5.0 

6.0 

8.5 

8.6 

12.2 

11.5 

30.5 

32.5 

36.7 

31.9 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

4時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間

30分～1時間 30分未満 持っていない

【小学校】

★H29北九学調 小５・中２（14） 【普段（月～金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマート
フォンで通話やメール，インターネットをしますか（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間は除く）】
※ この項目は，数値が少ないほうがよい。

【生活習慣について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

9.5 

10.9 

8.6 

8.7 

14.1 

14.3 

18.2 

17.7 

15.9 

15.8 

17.5 

17.5 

16.1 

14.9 

0% 50% 100%

H29全国学調

★H29本市

4時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間

30分～1時間 30分未満 持っていない

【中学校】
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児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

33.7 

32.4 

45.1 

46.0 

15.2 

15.1 

6.0 

6.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

41.2 

43.8 

42.8 

38.9 

11.6 

11.6 

4.3 

5.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

「自分には，よいところがあると思いますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに，全国
平均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 72.8 73.5 75.9 82.7

全国 76.4 76.3 77.9 84.0

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 64.3 68.1 69.9 78.4

全国 68.1 69.3 70.7 78.8

0

20

40

60

80

100

質問番号 小・中 1 【自分には，よいところがあると思いますか】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【自尊感情・夢・目標について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

H27 H28 H29 H30

北九州市 100.0 95.3 96.9 96.9

全国 95.8 97.2 95.5 97.9

0

20

40

60

80

100

55.7 

50.0 

42.2 

46.9 

2.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った

あまり行っていない 全く行っていない

【中学校】

質問番号 小30・中29 【調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童生徒
一人一人のよい点や可能性を見付け，評価する（褒めるなど）取組をどの程度行い
ましたか】

「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童生徒一人一人のよい点や可
能性を見つけ，児童生徒に伝えるなど積極的に評価しましたか」について，肯定的な回答をした学校の割合
は，小・中学校ともに，全国平均と同程度である。

64.9 

63.9 

34.1 

34.6 

1.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った
あまり行っていない 全く行っていない

【小学校】

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

H27 H28 H29 H30

北九州市 91.6 97.7 95.5 98.5

全国 96.7 98.4 97.4 99.0

0

20

40

60

80

100「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【自尊感情・夢・目標について】 ～ 学校質問紙より ～
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児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

「将来の夢や目標を持っていますか」について，肯定的な回答した割合は，小・中学校ともに全国平均と同
程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 86.6 85.7 86.5 86.5

全国 86.5 85.3 85.9 85.1

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 70.9 69.5 70.6 70.8

全国 71.7 71.1 70.5 72.4

0

20

40

60

80

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

45.3 

44.7 

27.1 

26.1 

17.4 

17.9 

10.0 

11.1 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

68.2 

71.4 

16.9 

15.1 

8.6 

7.1 

6.2 

6.3 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

質問番号 小・中3 【将来の夢や目標を持っていますか】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【自尊感情・夢・目標について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

質問番号 小23・中22 【調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢に
ついて考えさせる指導をしましたか】

「調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をし
ましたか」について，肯定的な回答をした学校の割合は，小・中学校ともに全国平均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 64.1 70.2 69.9 85.0

全国 72.4 74.6 75.7 83.3

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 100.0 96.9 100.0 96.9

全国 96.4 97.1 97.5 98.6

0

20

40

60

80

100

51.1 

53.1 

47.5 

43.8 

1.3 

3.1 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った

あまり行っていない 全く行っていない

【中学校】

23.0 

17.3 

60.3 

67.7 

16.3 

15.0 

0.3 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく行った どちらかといえば，行った

あまり行っていない 全く行っていない

【小学校】

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
よ
く
行
っ
た
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

行
っ
た
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【自尊感情・夢・目標について】 ～ 学校質問紙より ～
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「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに全国
平均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 92.1 93.3 91.1 94.7

全国 93.7 93.8 92.5 95.2

60

70

80

90

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 92.8 92.5 91.5 94.4

全国 93.7 92.8 91.9 94.9

60

70

80

90

100
「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

70.7 

70.9 

24.2 

23.5 

3.5 

4.0 

1.4 

1.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

74.2 

75.5 

21.0 

19.2 

3.3 

3.6 

1.3 

1.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

質問番号 小・中6 【人の役に立つ人間になりたいと思いますか】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

【自己肯定感・将来の夢や目標について】 ～ 学校質問紙より ～

【自尊感情・夢・目標について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか」について，肯定的な回答をした割合は，小
学校では全国平均を若干下回っているが，中学校では全国平均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 56.8 69.7 60.2 66.4

全国 63.9 70.6 63.9 63.8

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 50.0 65.3 60.3 59.6

全国 55.9 65.8 59.2 59.3

0

20

40

60

80

100

20.0 

20.6 

39.3 

39.0 

28.1 

27.7 

12.5 

12.5 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

26.8 

31.0 

37.0 

35.4 

24.5 

22.0 

11.6 

11.4 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

質問番号 小・中21 【地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【地域や社会への関心について】 ～ 児童生徒質問紙より ～
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「今住んでいる地域の行事に参加していますか」について，肯定的な回答をした割合は，小・中学校ともに
全国平均と同程度となり，全国平均に近づいている。

H27 H28 H29 H30

北九州市 48.6 54.1 48.5 64.4

全国 66.9 67.9 62.6 62.7

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 29.6 29.1 27.6 44.1

全国 44.8 45.2 42.1 45.6

0

20

40

60

80

100

18.6 

22.4 

27.0 

21.7 

27.9 

23.2 

26.4 

32.6 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【中学校】

35.9 

41.1 

26.8 

23.3 

19.2 

15.7 

18.0 

19.7 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

当てはまる どちらかといえば，当てはまる

どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない

【小学校】

児童生徒質問紙から，「心の育ち」に関係の深いデータを示しています。（無回答，その他を除く。）

質問番号 小・中20 【今住んでいる地域の行事に参加していますか】

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
当
て
は
ま
る
」
・

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

当
て
は
ま
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【地域や社会への関心について】 ～ 児童生徒質問紙より ～

質問番号 小60・中57 【保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課
後支援，学校行事の運営などの活動に参加していますか】

「保護者や地域の人が学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行事の
運営などの活動に参加していますか」について，肯定的な回答をした学校の割合は，小・中学校ともに全
国平均と同程度である。

H27 H28 H29 H30

北九州市 93.2 95.4 97.0 97.7

全国 97.1 97.7 98.6 97.7

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30

北九州市 95.4 96.9 100.0 92.2

全国 95.1 95.6 97.5 90.4

0

20

40

60

80

100

40.2 

34.4 

50.2 

57.8 

8.8 

7.8 

0.8 

0.0 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく参加してくれる 参加してくれる

あまり参加してくれない 全く参加してくれない

【中学校】

64.4 

59.4 

33.3 

38.3 

2.1 

1.5 

0.2 

0.8 

0% 50% 100%

H30全国

H30本市

よく参加してくれる 参加してくれる

あまり参加してくれない 全く参加してくれない

【小学校】

「
よ
く
参
加
し
て
く
れ
る
」
・

「
参
加
し
て
く
れ
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

「
よ
く
参
加
し
て
く
れ
る
」
・

「
参
加
し
て
く
れ
る
」

を
あ
わ
せ
た
割
合
（
％
）

【地域や社会への関心について】 ～ 学校質問紙より ～
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【 柱２ 】 指導力向上のための日々の継続的な取組

＜成果＞ 思考力等を育成する授業の改善

・コア･アクティブ・リーディング校や学体訪問での代表

者授業，学力・体力向上推進教員による支援，

「ｋｉｔａＱせんせいチャンネル」の授業動画等で，よい

授業のイメージが共有された。

・単元末テストや定期考査改善，「わかる授業」の

基礎・基本マネジメント研修等により，授業改善が

進んだ。特に，「話し合う活動」により，思考の深まり

や広がりがみられるなど，小・中学校ともに思考力

等を育成する授業へと改善が進んでいる。

＜今後の方向性＞

教員の指導力向上に向けた具体的な支援

・「わかる授業」づくり５つのポイントの質の向上

・ＩＣＴ環境の着実な整備と教員の指導力向上

・ＳＤＧｓを中心としたシビック・プライドの醸成

等，指導力向上に向け，具体的に支援を行う。

【 柱３ 】 学力定着に向けた協働的な取組

＜成果＞ 組織的･効率的な補充学習の定着

・効果的・効率的な補充学習サイクルを構築し，

全校体制で取り組む学校が増えている。

・「学力定着サポートシステム」の活用により，児

童生徒の課題に応じた補充学習が実施されるよ

うになった。

＜今後の方向性＞

小中９年間を見通したきめ細かな教育体制の確立

・「学力定着サポートシステム」や「ひまわり学習塾」

を活用した補充学習の質の向上

・家庭学習を意図的・計画的に実施し，学習習慣

を形成できるように，小中９年間を見通した，宿題や

自学の行い方のルールづくりと徹底

（８）学力向上アクションプランの成果と今後の方向性

【 柱１ 】 全校体制でのＰＤＣＡサイクルの確立

＜成果＞ スクールプランを基にしたPDCAサイクルの確立

・スクールプランに掲げた各校の課題を改善するためのＰＤＣＡサイクルが確立されつつある。
・「全国学力・学習状況調査」「北九州市学力状況調査」「学校独自のアンケート調査」等
を基に，数値で客観的に実態を把握し，全職員で共通理解・共通行動を図りながら改善
に向けた取組を行う学校が増えている。

＜今後の方向性＞ 学校マネジメントのより一層の充実

・市内のよい学校マネジメント実施校の取組共有
・学校の実状に応じた学校訪問の実施
・本市人材育成方針に基づく，ミドルリーダーの育成

53





平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書

発 行 北九州市教育委員会
学力・体力向上推進室
〒803-8510

北九州市小倉北区大手町1番1号
TEL 093－582－3445
FAX 093－581－5873

印刷物登録番号 第1823038A号


